





た．明治 33年（1900）9月 18日の創建で，翌 34年 10月 27日に鎮座祭が行われた．創
建当初の祭神は開拓三神の大国魂命・大己貴命・少彦名命と能久親王とであった．神社造営は，『台
湾神社誌』によると，明治 32年 2月に土工事に着手，明治 33年 4月 1日に地鎮祭を執行，同年 5月






































西暦 昭和 事項 出典
1935 10年 7月 台湾神社御修築並びに境内拡張工事の実施方針の決定 八板・大倉
1936
11年 4月 12日 本郷博士を聘して台湾神社神域を大拡張，山口宮司の後任は議会後に 日日
11年 5月 9日 台湾神社社殿と境内，外苑の大造営招聘の本郷博士，十四日来台し本格的に調査に着手 日日
11年 5月 15日 台湾神社は境内を拡張か，本郷博士が調査のため来台，名士を乗せて宝来丸入港 日日
11年 5月 16日 台湾神社改修打合せ 日日
11年 5月 19日 台湾神社神苑改修に委員会を組織部局長会議で決定 日日
11年 6月 3日 台湾神社の増営原案作成を急ぐ 日日
11年 6月 4日 全島第一の荘厳な社殿に，台湾神社外苑拡張について設計を頼まれた本郷博士談 朝外
11年 6月 12日 台湾神社東寄りに遷座，本郷博士の計画に基づき測量開始 日日
11年 6月 15日 伊東忠太台湾神社改築案を提出，改築は早いほどいい 朝外
11年 6月 30日 二十九日に台湾神社御造営の第一回幹事会 日日
11年 8月 4日 台湾神社改修につき伊東博士が検分，きのふ朝日丸で来台 日日
11年 8月 12日 台湾神社修造に付，伊東博士が視察報告 日日
11年 10月 11日 台湾神社の造営決定す，旧社殿をやや東に遷座，総経費は五百万円 朝外
11年 12月 11日 台湾神社の移転は考慮する必要がある，角南技師が現地見分をとげ御造営幹事会にて報告 日日
昭和 11年度　｛ 台湾神社御修築並びに境内拡張準備費を計上 八板伊東忠太ら四名を招聘，造営計画に関する意見を聴取 八板前記の意見を参考に造営大綱を決定 八板・大倉
1937
12年 1月 9日 台湾神社の御遷座いよいよ近く決定か，予算不足は奉賛会で 日日
12年 1月 10日 台湾神社御遷座予算案二百万円不足，奉賛会寄附 日日
12年 1月 27日 遷座に山口宮司等反対 朝外
12年 2月 17日 台湾神社新営造費の削減，御遷座に影響なし 日日
12年 2月 27日 遷座を反対を押し切り府議決定．局長急きょ東上す 朝外
12年 3月 5日 境内の広い場所を選び台湾神社を御遷座，森岡長官謹話 日日
12年 4月 2日 台湾神社の山口宮司きのう更迭発令，後任は田村晴胤氏 日日
12年 4月 3日 台湾神社宮司更迭 朝外
12年 4月 18日 御遷座に決定（長官帰任談） 朝外
12年 4月 21日 移転したばかりの市民農園に立退問題，台湾神社御造営拡張で 日日
12年 4月 27日 台湾神社の臨時造営事務局規定を府報で発布 日日
12年 4月 総督府に臺灣神社臨時造営事務局設置 八板・大倉
12年 5月 7日 台湾神社御造営事務局第一回打合会開かる，様式決定は数か月後か 日日
12年 6月 20日 台湾神社造替の基礎的設計考案．本郷氏が文教局で説明 日日
12年 6月 22日 国民教化道場を台湾神社外苑に建設 日日
12年 6月 23日 御造営大綱近く東京で決定す 朝外
12年 6月 30日 東寄約二丁の浄地台湾神社御遷座，内苑約二万五千坪の原案を堤げ局長東上 日日
12年 7月 22日 台湾神社の神域拡張神社局と意見一致，島田文教局長語る 日日
12年 7月 23日 原案通り決定，局長帰任 朝外
12年夏 各種準備工作に着手 大倉
12年 9月 8日 台湾神社神域拡張の土地買収交渉開始 日日
12年 9月 16日 台湾神社神域拡張の用地買収大半決まる 朝外
12年 11月 8日 島民教化大道場新台湾神社外苑に近く起工，明春華々しく開場 日日
12年 12月 19日 台湾神社御遷座の基本設計案を審議，きのう総督臨場の下に 日日
12年 12月 22日 台湾神社の堤防起工鍬入式厳かに執行さる 日日
1938
13年 1月 18日 台湾神社御造営最後案ようやく成る 朝外
13年 2月 19日 台湾にも靖国神社をたてよ，要望の声たかまる 朝外
13年 4月 15日 台湾神社御神苑内に“国民教化道場”五月末には完成 日日
13年 4月 27日 今事変を契機に台湾にも招魂社，森岡総務長官から提唱 朝外
13年 5月 21日 台湾神社の社殿設計図が出来上がる 日日
13年 5月 25日 台湾神社社殿の基礎設計成る．用材は本島産大檜樹 朝外
13年 6月 16日 台湾神社の御造営祈願 日日
13年 7月 15日 台湾神社の御用材塔山の美林から伐採 日日
13年 10月 13日 台湾神社拡張の土地買収を終わる 朝外
13年 10月 30日 台湾神社前宮司山口透翁逝く 朝外
13年 11月 15日 招魂社，島都に建設候補地決まる 朝外













14年 1月 17日 台湾神社神域に国民精神研修所開所式（2月 10日） 朝外
14年 2月 17日 外苑に国民精神研修所成る（12年 10月起工，13年 5月竣工） 朝外
14年 3月 21日 島都近郊に，敷地三万坪を擁し，経費二十一万円投じ，護国神社を創建す 朝外
14年 4月 23日 拡張造営後の台湾神社の東方に護国神社建立，造営費用四十万円（総督府：20万円，奉賛会：20万円） 朝外
14年 4月 27日 地方長官会議において文教局長から台湾神社奉賛会および護国神社創建について説明 朝外
14年 5月 20日 台湾神社外苑の総合運動場大体プランできる 朝外
14年 6月 6日 台湾神社御造営の御用材新太平山で伐採開始 日日
14年 7月 11日 台湾神社および台湾護国神社の御造営奉賛会の発起人会を十五日に開催する 朝外
14年 7月 12日 台湾神社台湾護国神社の御造営奉賛会を設立．十五日創立発起人会 日日
14年 7月 13日 台湾神社台湾護国神社の御造営奉賛会を設立．十五日総督府で創立発起人会 日日
14年 7月 16日 台湾神宮並に台湾護国神社御造営奉賛会発起人会催さる 日日
14年 7月 18日 台湾，護国両神社御造営発起人会が十五日に開会された 朝外
14年 10月 掘削工事半ばで，地滑りの兆候，建物を三十九メートル南に移動 大倉
14年 11月 1日 台湾神社地鎮祭来る六日午前十時より 日日
14年 11月 2日 台湾神社御造営地鎮祭，六日神殿予定地にて行われる 朝外
14年 11月 3日 来る六日挙行の予定であった台湾神社御造営地地鎮祭は工事の都合により延期された 日日
1940
15年 2月下 杣初めの儀式 大倉
15年 3月 19日 本省から角南隆・東郷高徳，中間視察のため二十一日来台 朝外
15年 4月 12日 御神殿用材の御杣山祭を執行，阿里山の山中にて 朝外
15年 4月 13日 外苑に総合大運動場建設，本年度から着工 朝外
15年 7月 11日 台湾神社の造営に携わっていた井出技師勇退 朝外
15年 7月 18日 台湾神社御造営地地鎮祭は二十五日盛大に且つ厳粛に挙行 日日
15年 7月 25日 台湾神社御造営地地鎮祭の式次第 日日
15年 7月 25日 本殿位置にて地鎮祭 大倉
15年 7月 26日 台湾神社，地鎮祭滞りなく終了　 日日
15年 7月 27日 七月二十五日，地鎮祭執行 朝外
15年 9月 12日 外苑に建設される総合大運動場いよいよ今秋から着手 朝外
15年 11月 19日 台湾神社台湾護国神社の御造営について，奉賛会長森岡長官談 日日
15年 11月 19日 台湾神社の御造営全工事順調に進捗，台湾護国神社は一月地鎮祭 日日
15年 11月 21日 両神社の造営経過について森岡総務長官談話 朝外
15年 12月 11日 外苑大造築計画案成る研修鍛錬の理想的大殿堂 日日
1941
16年 1月 11日 外苑に訓練所開設 朝外
16年 1月 12日 十五日に護国神社地鎮祭 朝外
16年 1月 15日 護国神社御造営設計図 朝外
16年 1月 18日 護国神社の地鎮祭執行（15日） 朝外
16年 6月 10日 台湾神社御御造営の木造始祭来る十三日に厳修 日日
16年 6月 14日 台湾神社御造営木造始祭けふ厳かに執行 日日
16年 7月 木造初祭 大倉
16年 9月 9日 建前祭台湾神社御造営きのふ剣潭山麓て執行 日日
16年 10月 9日 台湾神社の立柱祭上棟祭御木曳初式に執行をのぞむ 日日
16年 11月 11日 護国神社の上棟祭執行（9日） 朝外
16年 11月 21日 台湾神社新殿の立柱上棟祭十二月十八日に厳粛に斎行決定（都合により日延べ 17年 2月 5日実施） 日日
1942
17年 1月 28日 台湾神社新社殿立柱上棟祭，二月五日古式床しく斎行決定 日日
17年 1月 31日 古式に則り盛大に執行来る五日台湾神社立柱上棟祭 日日
17年 2月 4日 新社殿下棟祭に撒餅 日日
17年 2月 5日 立柱並びに上棟祭 大倉
17年 2月 5日 新社殿立柱上棟式けふ厳かに執り行う 日日
17年 2月 6日 立柱，上棟祭を斎行 日日
17年 3月 22日 台湾神社外苑に大榕樹献納北一中から 日日
17年 5月 23日 台湾護国神社鎮座祭（22，23日） 朝外
1943
18年 5月 27日 台湾神社新表参道に樹齢約千年の台湾檜 日日
18年 11月 27日 台湾神社天照大神を奉祀督府当局，慎重に詮議 日日
18年秋 台湾神社造営第一期工事の大部を完成，第二期工事の半ばにして第三期工事に着手 大倉
1944
19年 2月 23日 台湾神社の造営工事は順調に進捗御遷座祭は今秋の予定 日日





19年 10月 22日 台湾神宮に勅使として嘗典飛鳥井雅信参向，御霊代奉納（21日東京出発） 朝日
19年 10月 24日 御造営中の台湾神宮は二十三日旅客機の事故により炎上，一部を焼失．祭神増祀祭・例祭は現社殿に
おいて執行の予定
朝日





























































































































































































　さらに，『朝日外』昭和 13年 1月 18日付は，「台湾神社御造営最後案ようやく成る」と伝えてい






































　昭和 13年 10月 11日には，台北州地方課が行っていた台湾神宮神域拡張のための土地買収が終わ
っている．買収地域は基隆河北岸の大直側から士林側に至る 126筆，58甲（17万坪ほど）で地目は




































































合上 1年延期して昭和 16年に終わる計画に変更していたとある．本殿地掘削工事は昭和 14年 1月着


































































　『日日』昭和 18年 5月 27日付によると，台湾神社の新参道工事に近く着工するが，このころ同時
に旧大鳥居付近の新表参道入口の木造大鳥居を建立することが決まったようだ．既に 17年 7月 22日
付で，総督府は台湾神社に大鳥居を建立すべく，用材を探していたが阿里山で樹齢 1000年の扁柏が

























　ついに昭和 19年 6月 17日に台湾神社に天照大神を増祠し，台湾神宮と改称することが認められ
た．18日には官報号外で公示されてい
（47）





宮御造営」（『台湾時報』，昭和 19年 10月）は 9月 29日に脱稿されており，遷座祭の行われる直前の
新社殿の造営状況を伝えているといえよう．
　ところが一転，昭和 19年 10月 23日には旅客機の事故により新社殿の一部が焼失している．『朝日





















①明治 34（1901）年 10月 28日　　 「台湾神社配置図」（「台湾神社造営誌」所収『台湾日日新報』









































































る．配置図や姿図には各建物名が記入されている．『朝日外』昭和 14年 7月 18日付にまったく同じ
台湾神社造営計画正面姿図・配置図・神苑計画平面図が掲載されており，少なくともこの時期以前の
図面であることは間違いない．すなわち，昭和 14年 10月の掘削工事半ばに起きた地滑りの兆候のた































































































建物名 建物名 工事期 面積（坪）
主要の社殿 本殿 　　〃 1 33.5 実施
祝詞殿 　　〃 1 11.25 実施
左右神饌廊 　　〃 1 23.83 実施
神庫 　　〃 2 6 実施
羽車舎 　　〃 2 6 実施
透塀門及透塀 　　〃 2 延長 520尺 実施
内拝殿 　　〃 1 72.19 実施
左右祭舎 　　〃 1 53 実施
左右渡廊 　　〃 1 40 実施
拝殿 　　〃 1 141 実施
拝殿左右翼 　　〃 1 48 実施
左右複廊 　　〃 2 100 実施
玉垣 　　〃 3 延長 139間 実施
東西神門 　　〃 2 15 実施
左右回廊 　　〃 2 140 実施
左右袖廊 　　〃 2 47 実施
南神門（楼門） 　　〃 2 27.63 実施
手水舎 　　〃 3 24 実施
祓所 　　〃 3 40.5 中止
付属の社殿 神楽殿兼儀式殿 　　〃 3 152.5 延期
神饌所 　　〃 不明
参集所 　　〃 3 128.5 延期
倉庫 　　〃 3 27 延期
斎館 　　〃 3 90.8 実施
社務所 　　〃 3 203.5 実施
社務所地下道 3 26.4 実施
渡廊下 3 80.5 延期
貴賓殿 　　〃 3 141 中止
参拝人休憩所 　　〃 3 40 延期
総門 3 45 延期
鳥居 3 大小 2基 実施
神符調製所 3 21 延期








































































































（ 5）　大倉三郎「台湾神宮御造営」（『台湾時報』，昭和 19年 10月）






































































（『日日』昭和 13年 5月 21日）
（22）　『朝日外』昭和 13年 5月 25日．
（23）　『朝日外』昭和 13年 10月 13日．
（24）　『朝日外』昭和 13年 10月 30日．
（25）　『朝日外』昭和 13年 11月 15日．
（26）　国民精神研修所は，台湾神社外苑に建設されたもので，昭和 12年 2月 10日起工，翌 13年 5月竣工
（『朝日外』昭和 14年 2月 17日）．
（27）　『朝日外』昭和 14年 3月 21日，23日，27日．
（28）　『朝日外』昭和 14年 5月 20日．
（29）　『日日』昭和 14年 6月 4日．
（30）　『日日』昭和 14年 6月 6日．
（31）　『朝日外』昭和 14年 7月 18日．
（32）　前掲注（ 5）論文．























ては専ら八坂技師が当る事となった．」（『日日』昭和 15年 7月 18日）．
（36）　『朝日外』昭和 15年 7月 27日．
（37）　『日日』昭和 16年 6月 14日．
（38）　『日日』昭和 16年 9月 9日．
（39）　『朝日外』昭和 16年 11月 11日．
（40）　『日日』昭和 17年 1月 28日．
（41）　『日日』昭和 17年 1月 31日．「遷座祭を以て社殿造営工事が終わるわけであるが之はいづれ明年か或い
はそれ以後のことであろう」









































































昭和 20年 5月 8日）
（51）　『台湾神社附近平面図』は，神奈川大学非文字資料研究センター『海外神社（跡地）に関するデータベ
ース』（http//www.himoji.jp/database/db04/）に収録されている ID. 3107資料。
（52）　『朝日外』昭和 14年 7月 18日付に同じ台湾神社造営計画正面姿図・配置図・神苑計画平面図が掲載さ
れており，この時期の図面だということがわかる．
（53）　米軍が発行した 1945年初版の地図であるが，1944年 3・9・10月の航空写真を基に作成したとあり，
1944年 3・9・10月の様相を示していると考えられる．
（54）　1945年 6月 17日米軍撮影の航空写真．
（55）　台湾神社の境内地の拡張過程などについては前掲注（ 4）青井論文（『植民地神社と帝国日本』）に詳し
い．
（56）　辻子実氏が収集した辻子コレクションのひとつ．出所は不明であるが，古書店より入手したものである
（辻子実氏の御教示による）．
（57）　ここには「勅使街道東側（草色分）一八七．九三〇面坪」との付箋が貼られている．
（58）　旧台湾神社や朝鮮神宮と通ずる配置計画で，伊東忠太の案なのかもしれない．
（59）　前掲注（ 5）論文．
（60）　日本一の木造鳥居とされた大鳥居も造立されたようだ．1945年 6月 17日に撮影された航空写真「台湾
神社・台湾神社新境地」に神明造の大鳥居とその影が写っている．
（61）　前掲注（49）論文．
（62）　黄渓海編著『圓山の物語』，永業出版社，2004年．
（63）　同行いただいた蔡錦堂氏の御努力のおかげである．記して感謝したい．
（64）　別館関係者の御教示による．
（65）　グーグルの航空写真であるが，最新公開の航空写真ではなく，以前の写真を使用している．最新の航空
写真では樹木が繁茂して筋塀を確認することができないためである．
